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年 2回実施することとなった．2008年は 7月 15












高度は地表面から 1.6 mおよび 29.5 m，単位は
m/sである．
筑波大学陸域環境研究センター報告,  No.10,  83～ 108,  2009
熱収支・水収支観測資料
－ 2008年－
Observational Data of  Heat Balance and Water Balance
－ 2008－
大庭　雅道 *・濱田　洋平 **・山中　　勤 ***
































　高度 1.6 mおよび 29.5 mでの観測の詳細は，
2.に記述したものと同様である．




































高度は地表面から 1.6 m, 12.3 mおよび 29.5 m,  単
位は℃である．
10．地温：Soil Temperature
　直径 10 mm，長さ 15 cmの防水型白金抵抗温
度計によって得られた日平均値である．測定深









ン深度は 8～ 9 m）と新 2.0 m深（GW-4，同 0.5








ンサーの温度 T ［℃］・相対湿度 RH ［%］から，
以下のように求める．
Td = {b× log10 (e/6.11)}/{a-log10 (e/6.11)}
ここで，eは水蒸気圧［hPa］であり，
e = es× RH / 100
である．es は飽和水蒸気圧［hPa］であり，
Tetensの近似式
es = 6.11× 10aT/(b+T)
より求めた．係数 a，bは水面上での値（a = 7.5，
b = 237.3）を用いた．
13．降水量：Precipitation









観測資料（1）」（1977 年 8 月－ 1979 年 3 月），
1988年に出版した「熱収支・水収支観測資料（2）
－熱収支編－」（1981年 7月－ 1987年 12月），
1989年に出版した「熱収支・水収支観測資料（3）
































































第 1図　測定高度 29.5 m（上図），および 1.6 m（下図）における風速の日平均値の季節変化
－ 89 －
第 2図　測定高度 29.5 m（上図），および 1.6 m（下図）における運動量フラックスの日平均値の季節変化
－ 90 －




第 5図　測定高度 29.5 m（上図），12.3 m（中図），および 1.6 m（下図）における気温の日平均値の季節変化
－ 93 －
第 8図　気圧の日平均値の季節変化
第 6図　2深度（10 m，新 2.0 m）の観測井における地下水位の日平均値の季節変化
第 7図　4深度（2 cm，10 cm，50 cm，100 cm）における地温の日平均値の季節変化
－ 94 －
第 9図　測定高度 29.5 m（上図），12.3 m（中図），および 1.6 m（下図）における露点温度の日平均値の季節変化
－ 95 －
第 10図　日降水量の季節変化
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